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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和2年7月27日(2020.7.27)

【公開番号】特開2017-210602(P2017-210602A)
【公開日】平成29年11月30日(2017.11.30)
【年通号数】公開・登録公報2017-046
【出願番号】特願2017-85085(P2017-85085)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｄ  11/38     (2014.01)
   Ｃ０９Ｄ  11/322    (2014.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
   Ｂ４１Ｍ   5/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｄ   11/38     　　　　
   Ｃ０９Ｄ   11/322    　　　　
   Ｂ４１Ｊ    2/01     ５０１　
   Ｂ４１Ｍ    5/00     １２０　

【手続補正書】
【提出日】令和2年6月8日(2020.6.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　顔料、及び樹脂を含有するインクジェット用の水性インクであって、
　前記顔料が、下記一般式（１）で表される少なくとも２つの構造がグリコシド結合した
化合物を内包することを特徴とする水性インク。

（前記一般式（１）中、Ｒ１乃至Ｒ６は、それぞれ独立に水素原子、メチル基、ホスホン
酸基、－（ＣＨ２）ｘ－ＯＨ、－（ＯＣＨ（ＣＨ３））ｙ－ＣＯＯＨ、－ＮＨ（ＣＯＣＨ

２）ｚ－Ｈ、－ＯＣＯＣＨ２ＣＨ（ＯＣＯＣＨ２（ＯＨ）Ｃ１１Ｈ２２ＣＨ３）Ｃ１０Ｈ

２０ＣＨ３、又は－ＮＨＣＯＣＨ２ＣＨ（ＯＣ１１Ｈ２２ＣＨ３）Ｃ１０Ｈ２０ＣＨ３で
あるとともに、Ｒ１及びＲ２の少なくとも一方はヒドロキシ基である。ｘ、ｙ、及びｚは
、それぞれ独立に０以上６以下の数である）
【請求項２】
　前記化合物が、デキストラン、アラビノキシラン、キサンタンガム、グアーガム、ヒア
ルロン酸、ゲランガム、ガングリオシド、ペプチドグリカン、及びリポ多糖からなる群よ
り選択される少なくとも１種である請求項１に記載の水性インク。
【請求項３】
　前記化合物が、リポ多糖である請求項１に記載の水性インク。
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【請求項４】
　前記化合物の重量平均分子量が、２万以上２２０万以下である請求項１乃至３のいずれ
か１項に記載の水性インク。
【請求項５】
　前記顔料に内包される前記化合物の量が、前記顔料の量に対する質量比率で、１ｐｐｍ
以上４，５００ｐｐｍ以下である請求項１乃至４のいずれか１項に記載の水性インク。
【請求項６】
　前記顔料に内包される前記化合物の含有量（ｐｐｍ）が、前記化合物のインク中の全含
有量（ｐｐｍ）に対する質量比率で、９０％以上である請求項１乃至５のいずれか１項に
記載の水性インク。
【請求項７】
　遊離した状態で存在する前記化合物の含有量（ｐｐｍ）が、インク全質量を基準として
、２５ｐｐｍ以下である請求項１乃至６のいずれか１項に記載の水性インク。
【請求項８】
　前記顔料の含有量（質量％）が、インク全質量を基準として、０．１質量％以上１５．
０質量％以下である請求項１乃至７のいずれか１項に記載の水性インク。
【請求項９】
　前記樹脂の含有量（質量％）が、インク全質量を基準として、０．５質量％以上２０．
０質量％以下である請求項１乃至８のいずれか１項に記載の水性インク。
【請求項１０】
　前記樹脂が、（メタ）アクリル酸エステルに由来するユニットを有する請求項１乃至９
のいずれか１項に記載の水性インク。
【請求項１１】
　前記樹脂が、ウレタン樹脂、ブロック共重合体、及び樹脂粒子の少なくともいずれかを
含む請求項１乃至９のいずれか１項に記載の水性インク。
【請求項１２】
　動的光散乱法により測定される前記ウレタン樹脂の体積平均粒子径が、１５ｎｍ以下で
ある請求項１１に記載の水性インク。
【請求項１３】
　前記ウレタン樹脂の含有量（質量％）が、前記顔料の含有量（質量％）に対する質量比
率で、０．０５倍以上２．００倍以下である請求項１１又は１２に記載の水性インク。
【請求項１４】
　前記ブロック共重合体が、カルボン酸基を持ったブロックを有する請求項１１に記載の
水性インク。
【請求項１５】
　前記ブロック共重合体の含有量（質量％）が、前記顔料の含有量（質量％）に対する質
量比率で、０．０５倍以上２．００倍以下である請求項１１又は１４に記載の水性インク
。
【請求項１６】
　動的光散乱法により測定される前記樹脂粒子の体積平均粒子径が、５０ｎｍ以上３００
ｎｍ以下である請求項１１に記載の水性インク。
【請求項１７】
　前記樹脂粒子の含有量（質量％）が、前記顔料の含有量（質量％）に対する質量比率で
、０．１０倍以上１０．００倍以下である請求項１１又は１６に記載の水性インク。
【請求項１８】
　前記顔料が、その粒子表面に直接又は他の原子団を介してアニオン性基が結合している
自己分散顔料である請求項１乃至１７のいずれか１項に記載の水性インク。
【請求項１９】
　前記顔料が、その粒子表面に物理的に吸着した樹脂分散剤の作用により分散されている
請求項１乃至１７のいずれか１項に記載の水性インク。
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【請求項２０】
　インクと、前記インクを収容するインク収容部とを備えたインクカートリッジであって
、
　前記インクが、請求項１乃至１９のいずれか１項に記載の水性インクであることを特徴
とするインクカートリッジ。
【請求項２１】
　インクをインクジェット方式の記録ヘッドから吐出して記録媒体に画像を記録するイン
クジェット記録方法であって、
　前記インクが、請求項１乃至１９のいずれか１項に記載の水性インクであることを特徴
とするインクジェット記録方法。
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